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　突然の心停止から県民の尊い命を救うため、ＡＥＤの
設置促進、救命講習会の受講促進など、ＡＥＤの普及を
通じて県民の救命意識及び心停止者の救命救急の向上を
図る。

（１）埼玉県ＡＥＤ設置情報提供システムの運用管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 660千円
（２）県民に向けたＡＥＤに関する情報発信　 286千円
（３）県有施設ＡＥＤの更新、保守　　　　 1,287千円

（１）事業内容
　　ア　ＡＥＤ設置情報提供システムの運用管理（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　660千円
　　　　心停止現場で迅速に救命活動を行えるよう、「ＡＥＤ設置情報提供システム」により県民に設置情報を提供
　　イ　県民に向けたＡＥＤに関する情報発信（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　286千円
　　 (ｱ)　県のホームページ、マスメディア等によりＡＥＤの有用性、操作方法などの情報を提供
　　 (ｲ)　消防本部、日本赤十字社埼玉県支部が開催する救命講習会の日程の公表、受講促進
　　ウ　県有施設ＡＥＤの更新、保守　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,287千円
　　　　平成28年購入のＡＥＤの更新及び保守

（２）事業計画
　　ア　ＡＥＤ設置届出数（累計）令和5年度末：14,200台（目標）
　　イ　救命講習会の受講者数　　令和5年度　：50,000人（目標）

（３）事業効果
　　ア　ＡＥＤ設置届出数（累計）令和元年度末：14,043台　令和2年度末：14,114台　令和3年度末：14,089台
　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度末 ：14,100台（見込）
　　イ　救命講習会の受講者数　　令和元年  　：90,174人　令和2年  　：20,402人　令和3年    ：14,127人

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　ア　民間企業等が設置したＡＥＤの設置情報を地図情報化し、県民に情報提供
　　イ　消防本部や日本赤十字社埼玉県支部と連携し、救命講習会の受講促進

（５）事業の終期を設定していない理由
　　　本事業は地域保健医療計画の策定時に検討・見直しを行う予定
　　　　第７次計画　　平成30年度～平成35年度：心筋梗塞等の心血管疾患医療、救急医療

２　事業主体及び負担区分
　(県10/10）

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×1.2人＝11,400千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 2,233

前年額 1,850 1,850

― 保健医療部 220 ―

介護・医療体制の充実

2,233 383

医薬品などの適正使用の推進



 

事業名

単位事業名 予算額 660千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 660 0 埼玉県ＡＥＤ情報提供システム提供料　　　　　　　　660,000円

合計 660 0

単位事業名 予算額 286千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 286 70 ＡＥＤの使用及び管理に関するパンフレット作成　　286,000円

合計 286 70

単位事業名 予算額 1,287千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 407 93 消耗品交換（AEDパッド） 　　　　　　　　　　43,120円
ＡＥＤに係る修繕（修繕料）　　　　　　　　 363,000円

　

県有施設のＡＥＤの更新、新規設置

主な内容

事業内訳書

ＡＥＤ普及推進対策事業費

埼玉県ＡＥＤ設置情報提供システムの運用管理

主な内容

県民に向けたＡＥＤに関する情報発信

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 1,287千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

備品購入費 880 220 ＡＥＤ一式の購入　　　　　　　　　　　　　 880,000円

合計 1,287 313

県有施設のＡＥＤの更新、新規設置

主な内容


